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ほろのべ議会だより 第93号　②

※�５月に実施した幌延町こども議会での質問、提言に関し、議場で関係機関と協議するとお答えしたものにつ
いて、その後の状況をお知らせします。

○ホロノエル通りの歩道について
　　＝来月号のまちづくりについてのご質問の中で回答します。
○酪農橋付近の交差点について
　　＝�北星園方面に続く町道が優先道路ですので、道道と交差する部分に点線を表示することで、優先道路が

分かるようにする方向で協議をしています。

意　見　内　容 会  場  で  の  回  答 議会としての考え方

何故、今の時期なのか。富山や東京の問
題もあり、町内でも介護とか住宅とか、
色々解決出来ていない中で、議員報酬を
上げるというのは納得出来ない。どこの
会社も頑張っている中で給料は上がって
いない。１人でも多くの町民の意見を聞
いて欲しい。

そういう考えもあるが、少しで
も議員に出やすいようにしたい
と考えている。

2年前の議員定数削減時に、議員
報酬については次期の議員で検討
することとした経緯から、継続審
議の状態だと考えている。

年金も毎年下がっている。議員だけが上
げなくてはいけないというのは理解出来
ない。もう一考する必要があるのでは。
議員は少し犠牲になるくらいの感覚が必
要ではないか。

ご意見を拝聴いたしました。

こざくら荘で働いているが、介護員の中
で２人の子供を育てながら臨時職員で働
いている人がいる。生活が大変で、食費
などを削って暮らしている。そんな中、
本当に議員の給料を上げなければいけな
いのか。まずはそういう生活に困ってい
る人をどうにかすることを考えて欲しい。

ご意見を拝聴いたしました。

議員がこういうふうに活動しているとい
うのが、町民に分かってもらうようにな
らないと、議員報酬を上げるということ
にもろ手を挙げて賛成することは出来な
い。

更なる議会改革に努めるとともに、
分かりやすい議会報やホームペー
ジ作りを心がけ、広報の周知徹底
を図って行く。

議会及び議員の使命を果たすうえで、現
行の報酬が不足するのであれば増額は必
要と思うが、増額の必要性を理解する為、
議会・議員の使命を果たす為必要とする
一般的な使途と金額を示して欲しい。

増額とは考えていない。H14年当
時の報酬に戻すという考え方。ま
た、政務調査費とは違い、使途を
開示する必要はないと考えている。

議員も自ら調査し、そういう活動を町民
に見える形で、報告会をするなどが必要。

そのような形になるよう、更なる
議会改革を進めて行きたいと思う。


